
批

評
・
紹

介

重
近
啓
樹
著

秦
漢
税
役
睡
系
の
研
究

大

津

、透

本
警
は
、
秦
漠
時
代
の
一
般
民
衆
に
と
っ
て
圏
家
や
園
家
支
配
が
い
か
な
る

意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
税
役
制
度
、
そ
の
賓
態
や
努
化
の
検
討
に

よ
っ
て
具
種
的
に
考
察
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
重
近
啓
樹
氏
が

一

九
九
四
年
に
明
治
大
患
に
提
出
し
た
皐
位
論
文
(
主
査
は
堀
敏
一
氏
)
が
根
幹

で
あ
る
が
、
そ
の
後
夜
表
さ
れ
た
も
の
も
含
め
約
十
篇
の
論
考
を
も
と
に
し
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
目
次
と
滞
留
稿
の
褒
表
年
次
だ
け
を
列
摩
し
て
お
こ

久
ノ
。
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序

章

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
軍

第
五
章

第
六
章

秦
漢
の
園
家
と
農
民
(
一
部
一
九
七
九
年
)

公
団
と
仮
作
を
め
ぐ
る
諸
問
題
(
一
九
八
八
年

・
一
九
八
九
年
)

商
人
と
そ
の
負
猪
(
一
九
九
O
年〉

算
賦
制
の
起
源
と
展
開
(
一
九
八
四
年
)

絡
役
の
諸
形
態
(
一
九
九

O
年
)

兵
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
(
一
九
九
九
年
〉

兵
制
の
研
究
|
地
方
常
備
軍
制
を
中
心
に
|
(
一
九
八
六
年
)

附第
論七

二一 章

漢
代
の
復
除
(
一
九
八
七
年
)

秦
の
内
史
を
め
ぐ
る
諸
問
題
(
一
九
九
五
年
〉

秦
漢
脅
園
と
豪
族
(
一
九
九
八
年
〉

な
お
、
評
者
は
、
日
本
古
代
史
を
専
攻
し
て
い
る
者
で
あ
り
、
そ
の
関
連
で

階
唐
の
律
令
制
度
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は
あ
る
が
、
秦
漢
史
に
つ
い
て
は
皐

生
程
度
の
知
識
し
か
も
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
蛍
該一
書
の
書
評
の
任
に
は
、
遁

否
の
議
論
以
前
で
あ
り
、
依
頼
の
手
紙
を
う
け
と
っ
た
時
は
眼
を
疑
っ
た。

即

時
に
お
断
り
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
が
、
編
集
委
員
舎
か
ら
秦
漢
史
も
少
し

は
勉
強
し
た
方
が
い
い
と
自
分
の
不
勉
強
を
非
難
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
後
ろ
め

た
き
が
あ
り
、
ま
た
タ
コ
ツ
ポ
化
し
て
い
る
皐
界
状
況
で
は
、
全
く
他
分
野
の

人
聞
が
譲
む
と
い
う
こ
と
自
随
何
ら
か
の
意
味
も
あ
る
よ
う
に
思
っ
た
。

日
本

古
代
史
を
勉
強
し
て
い
る
と
、
律
令
法
の
母
法
で
あ
る
階
唐
に
目
を
や
る
の
だ

が
、
制
度
の
歴
史
的
段
階
と
し
て
は
秦
漢
に
、
祉
舎
と
し
て
は
さ
ら
に
前
の
春

秩

・
戟
園
あ
た
り
に
共
通
黙
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し

た
素
人
の
、
ま
た
限
定
さ
れ
た
問
題
意
識
か
ら
紹
介
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
黙
、
何
よ
り
も
著
者
に
謝
し
て
失
瑳
と
な
っ
た
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お

わ
び
し
て
お
き
た
い
。

-121ー

人
々
は
な
ぜ
税
役
を
負
捨
し
た
の
か
を
問
う
時
に
は
、
支
配
の
正
嘗
性
が
問

題
に
な
る
が
、
園
家
が
は
た
す
「
共
同
値
」
闘
機
能
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、

序
章
で
は
そ
の
諸
側
面
を
概
観
し
て
い
る
。

土
地
所
有
制
に
つ
い
て
は
、
秦
律
で
民
の
田
を
「
受
回
」
と
呼
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
図
家
の
耕
地
に
封
す
る
一
定
の
権
利
が
存
在
し
た
と
し
、
春
秋
中
期
以
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降
、
図
家
や
貴
族
に
よ
る
開
設
が
進
み
授
田
制
が
行
な
わ
れ
、
一
間
鞍
第

一
次
後

法
で
は
回
宅
等
の

「
名
田
L

制
、
「
名
有
」
制
が
成
立
し
、
第
二
次
襲
法
で
肝

隔
制
と
核
家
族
へ
の
授
回
が
進
む
。
こ
う
し
た
園
家
的
土
地
開
設
と
並
ん
で
治

水
港
紙
施
設
の
建
設
が
進
み
、
農
地
に
制
到
す
る
園
家
の
権
利
が
重
要
な
位
置
を

占
め
る
が
、
一
方
で
、
漢
代
に
土
地
質
問
員
が
進
展
す
る
よ
う
に
、
小
農
民
の
個

別
経
営
に
お
け
る
主
践
性
が
強
化
さ
れ
て
く
る
。
次
に
園
家
の
再
生
産
へ
の
関

興
と
し
て
、
燃
が
労
働
力
を
編
成
、
徴
裂
し
、
ま
た
鍛
器
や
種
子
な
ど
の
民
へ

の
貸
借
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
、

山
津
の
管
理
な
ど
を
あ
げ
、
農
民
の
存
立
は
こ

う
し
た
園
家
の
勘
燥
機
能
を
前
提
と
し
て
可
能
に
な
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
古

い
(
ア
ジ
ア
的
)
共
同
位
が
解
位
し
て
擬
制
的
な
「
園
家
的
共
同
値
」

へ
再
編

さ
れ
る
過
程
は
、
同
時
に
個
別
人
身
的
支
配
関
係
の
創
出
過
程
で
も
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。

前
漢
の
財
政
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
大
司
設
の
園
家
財
政
と
少
府
の
管
制
す

る
帝
室
財
政
に
区
別
さ
れ
る
。
郡
豚
制
的
農
民
把
揮
を
基
礎
と
す
る
前
者
に
比

し
、
山
海
の
税
、
公
団
枚
入
、
市
井
つ
ま
り
商
工
業
へ
の
税
か
ら
な
る
後
者
の

方
が
大
き
な
比
重
を
も
ち
、
戦
国
J
前
漢
の
専
制
君
主
権
力
の
形
成
に
お
い
て

は
郡
鯨
制
的
段
民
把
揮
に
よ
る
以
外
の
後
者
の
牧
入
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
と
し
て
、
第
一

・
二
章
で
検
討
し
て
い
る
。

第
一

意
で
は
公
凹
を
と
り
あ
げ
る。

そ
の
所
属
に
つ
い
て
、
楽
・
前
漢
で
は

公
団
は
少
府
だ
け
で
な
く
中
央

・
地
方
の
諸
官
府
に
所
属
し
て
お
り
、
従
来
指

摘
さ
れ
な
か
っ
た
、
郡
鯨
所
属
の
公
団
が
郡
燃
の
濁
自
財
源
と
し
て
相
蛍
の
意

味
を
も
ち
、
前
淡
中
頃
ま
で
の
郡
豚
制
成
立
過
程
に
お
い
て
財
政
的
意
義
を
も

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
経
営
形
態
は
、
武
脅

・
昭
脅
期
ま
で
は
奴
紳
・

刑
徒
を
使
役
す
る
直
接
経
営
が
主
流
を
占
め
た
が
、
そ
の
後
は
貧
民
や
流
民
へ

の
公
団
俵
輿
や
公
団
の
民
団
・
私
田
化
が
な
さ
れ
、
ま
た
仮
作
の
俵
(
賃
貸

料
)
は
聞
租
と
同
じ
低
率
た
っ
た
と
す
る
。
公
団
仮
作
は
、
従
来
豪
族
の
大
土

地
所
有
と
関
連
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
公
団
私
回
と
も
漢
代
の
俵
作
は
、

一
年
限
り
の
不
安
定
な
も
の
で
、
土
地
を
媒
介
と
す
る
支
配
線
腐
関
係
は
嘗
時

一
般
に
未
護
送
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
た。

第
二
請
で
は
、
戦
闘
秦
J
王
邦
期
の
一商
人
を
と
り
上
げ
る
。
身
分
と
し
て

は
、
七
利
認
と
い
う
下
庖
身
分
に
入
り
、
現
に
市
籍
あ
る
一
荷
一
人
の
土
地
所
有
は

法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
の
ベ
、
市
籍
あ
る
専
業
一商
人
や
市
で
販
賀
す

る
一
般
農
民
か
ら
、
申
告
質
上
額
に
も
と
づ
き
市
吏
が
毎
日
市
租
を
徴
収
し
、

市
制

・
市
籍
を
通
じ
て
園
家
は
商
業

-
一商
人
を
統
制
し
た
。
武
喬一
期
以
後
、
市

制
の
枠
外
の
一商
業
が
機
大
す
る
中
で
、
算
編
銭
や
貢
法
が
作
ら
れ
、
前
者
は
商

工
業
者
の
営
業
資
産
に
針
す
る
特
別
財
産
税
で
あ
る
が
、
法
的
に
は
土
地
所
有

は
な
お
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
商
人
支
配
の
基
礎
と
な
る
市
籍
は
、
一
般
の
郷
戸

籍
と
区
別
し
て
一商
人
の
家
族
を
登
録
し
た
も
の
だ
と
し
、
兵
役

・
沼
市
役
義
務
は

菟
除
さ
れ
た
と
す
る
。
帯
一
室
財
政
と
園
家
財
政
と
が
二
分
さ
れ
る
と
い
う
系
統

を
考
え
れ
ば
、
市
籍
と
一
般
戸
籍
と
の
劉
象
が
異
な
る
の
は
説
得
的
で
あ
る
。

階
唐
律
令
法
で
も
一商
人
は
市
籍
に
登
録
さ
れ
る
が
、
そ
の
起
源
は
そ
れ
が
一帝
室

財
政
に
属
し
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

第
三
章
以
下
で
個
別
税
目
が
検
討
さ
れ
る
が
、
先
に
全
般
像
に
関
わ
る
附
論

を
と
り
上
げ
る
。
附
論
ー
で
は
、
秦
の
内
史
を
と
り
上
げ
る
。

周
で
は
王
の
側

近、

漢
代
に
は
関
中
統
治
の
官
と
な
る
内
史
に
つ
い
て
は
、
雲
夢
秦
簡
の
出
土

に
よ
り
多
く
の
研
究
か
な
さ
れ
、
撲
の
治
粟
内
史
に
つ
な
が
る
中
央
財
政
官
、

漢
の
内
史
と
同
じ
京
師
を
治
め
る
官
、
双
方
の
性
格
を
も
っ
官
な
ど
設
が
分
か

れ
る
。
著
者
は
、
麻
か
ら
内
史
へ
の
上
計
時
の
計
簿
の
上
申
、

お
よ
び
豚

・
都

官
か
ら
の
各
種
簿
籍
の
上
申
の
規
定
を
と
り
上
げ
、
豚
倉
の
穀
物
等
の
出
納
を

上
計
を
通
じ
て
把
慢
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
史
は
、
関
中
諸
燃
の
計
簿
を
一

q
'u
 

q
L
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括
し
て
受
領
し
、
燃
に
劃
す
る
賞
罰
考
課
を
行
な
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
内
史

と
太
倉
・
大
内
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
漢
代
に
は
郡
園
か
ら
大
司
農
に
銭
穀

・

賦
税
の
未
納
が
上
申
さ
れ
た
が
、
秦
簡
で
は
内
史
に
稲
の
生
育
吠
況
が
報
告
さ

れ
、
燃
か
ら
太
倉
に
食
糧
受
給
者
簿
が
報
告
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
内
史
は
朝
廷

の
中
央
官
で
あ
り
豚
倉
を
統
轄
し
、
太
倉
は
そ
の
下
で
質
務
を
猪
首
し
、
大
内

も
内
史
属
官
と
し
て
燃
や
都
官
の
公
器
・
衣
服
を
管
掌
し
た
と
結
論
づ
け
る
。

秦
の
開
中
支
配
で
は
、
燃
が
中
心
的
機
構
で
あ
り
、
中
央
官
府
が
そ
れ
を
分
捻

し
て
統
轄
し
(土
木
は
邦
司
空
、
軍
事
は
中
尉
な
ど
〉
、
内
史
は
闘
中
諸
燃
に

制
到
す
る
全
般
的
な
監
督
権
を
計
簿
の
受
理
を
通
じ
て
握
っ
た
た
め
、
「
-内
史
雑

律
」
に
は
庚
汎
な
権
限
が
規
定
さ
れ
、
秦
統

一
後
、
未
分
化
な
王
園
間
官
制
と

し
て
の
内
史
が
郡
勝
制
整
備
と
と
も
に
京
師
統
治
の
官
と
し
て
成
立
す
る
と
の

見
遁
し
を
の
べ
て
い
る
。

附
論
こ
で
は
、
秦
漢
帯
園
の
支
配
値
制
の
中
で
の
豪
族
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
、
豪
族
の
設
展
と
図
家
支
配
や
郷
里
祉
舎
の
餐
化
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
中

央
政
府
で
は
圏
全
鐙
に
及
ぶ
行
政
官
艇
が
未
設
還
な
一
方
で
、
地
方
行
政
の
中

心
に
あ
っ
た
の
は
燃
で
、
替
来
の
都
市
圏
家
鐙
制
を
縫
承
し
、
ま
た
戟
園
以
降

の
開
設
に
よ
り
新
開
地
に
も
新
設
さ
れ
、
令
|
尉

・
丞
|
各
曹
の
沓
夫
以
下
の

充
賞
し
た
機
構
を
も
っ
た
。

一
鯨
は
卒
均
四
郷
(
鯨
の
出
先
機
関
で
吏
が
い

る
〉
で
、
そ
の
下
に
百
戸
標
準
の
里
が
お
か
れ
、
里
内
の
有
力
農
民
が
里
正
に

任
ぜ
ら
れ
た
。
郡
は
元
来
征
服
地
に
制
到
す
る
軍
政
機
関
で
、
景
帯
以
前
は
地
方

行
政
官
府
と
し
て
は
未
熟
だ
っ
た
。
個
別
人
身
支
配
と
さ
れ
る
税
役
鐙
系
は
、

燃
に
よ
り
質
現
さ
れ
る
園
家
的
共
同
種
的
機
能
に
支
え
ら
れ
て
保
た
れ
た
。
秦

は、

一両
一
製
嬰
法
に
よ
り
軍
功
に
よ
る
身
分
秩
序
を
作
り
、
回
宅
授
輿
や
官
吏
任

用
資
格
を
輿
え
、
新
興
豪
族
を
君
主
権
力
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
で
醤
来
の

貴
族
制
的
秩
序
を
克
服
し
て
い
っ
た
。
地
方
で
は
、
小
農
民
の
康
汎
な
存
在
の

上
に
、
照
三
老
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
豚
単
位
の
蘇
豪
族
粧品聞
が
存
在
し
た
が
、

豪
族
は
安
定
的
な
支
配
秩
序
を
確
立
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
宣
帯

・
元
一帝
期
以

降
、
郡
レ
ベ
ル
の
有
力
豪
族
を
中
心
に
祉
舎
の
再
編
が
進
み
、
郡
府
が
地
方
行

政
の
中
心
と
な
っ
た
。

全
陸
と
し
て
は
、
園
家
機
構
と
し
て
は
未
成
熟
な
部
分
が
大
き
く
、
内
史
に

よ
る
豚
支
配
な
ど
園
家
財
政
に
あ
た
る
部
分
が
な
お
弱
く
、
公
田
や
一商
人
な
ど

少
府
管
轄
の
帝
室
財
政
に
あ
た
る
部
分
に
大
き
な
比
重
が
あ
り
、

そ
れ
が
前
漢

中
期
に
郡
豚
支
配
と
と
も
に
園
家
支
配
が
確
立
し
て
い
き
、
そ
の
背
景
に
は
郡

レ
ベ
ル
の
豪
族
居
の
設
展
が
あ
る
と
い
う
議
論
の
枠
組
で
あ
る
よ
う
に
理
解
で

き
る
。第

三
章
は
算
賦
制
を
と
り
上
げ
る
。
卒
中
苓
次
氏
が
説
く
財
産
に
臨
応
じ
た
税

の
貿
算
は
前
後
漢
を
通
じ
て
恒
常
的
税
目
と
し
て
は
存
在
せ
.
す
、

一商
鞍
第
二
次

回
殴
法
に
よ
り
均
等
の
人
頭
税
が
成
立
し
算
賦
制
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
が
、
そ
れ

は
肝
陪
制
と
授
田
制
に
よ
る
均
等
な
小
農
民
層
の
庚
汎
な
創
出
に
制
割
腹
す
る
。

武
帝
期
以
降
、
階
層
分
化
の
準
展
を
背
景
と
し
て
一
商
工
業
者
に
課
さ
れ
て
い
た

臨
時
財
産
税
と
し
て
の
算
編
銭
が
よ
り
康
範
囲
に
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
後

漢
に
入
る
と
、
建
て
前
上
は
均
等
課
税
制
は
緩
承
さ
れ
た
が
、
寅
際
の
郷
段
階

の
徴
枚
で
は
、
郷
が
大
き
な
権
限
を
も
ち
、
戸
の
質
産
の
多
寡
に
臨
応
じ
て
差
を

つ
け
て
配
分
し
た。

し
か
し
漢
代
の
郷
里
制
と
そ
の
共
同
盟
的
秩
序
の
鼠
櫨
の

中
で
、
後
漢
末

・
貌
耳
目
以
降
、
戸
等
に
よ
る
賦
徴
枚
が
正
式
な
も
の
と
な
っ

て

い
く
と
述
べ
る
。
や
や
闘
式
的
で
は
あ
る
が
、
在
地
祉
舎
の
緩
動
と
税
制
の
拙
炭

化
を
き
れ
い
に
結
び
つ
け
て
描
い
た
黙
で
、
本
書
の
中
で
も
鮮
明
な
イ
メ
ー
ジ

を
残
す
論
で
あ
る
。
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第
四
章
で
は
、
融
制
園
秦
J
漢
代
の
諸
傍
役
の
形
態
区
分
と
そ
の
性
格
を
解
明

す
る
。

ま
ず
循
役
に
は
、
同
中
央
的
街
役
、

ω更悼畑、
川
更
悼
閣
の
枠
外
の
雑

役
、
川間
更
舘
閣
の
努
役
と
し
て
の
「
大
徳
役
」

が
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
基
本
的
な

恒
常
的
負
鎗
で
あ
る
更
箔
(
更
卒
〉
は
、
問
問
内
に
お
い
て
輪
番
(
更
)
で
毎
年

一
ヶ
月
の
就
役
が
一
般
的
方
式
で
あ
り
、
豚
城
な
ど
の
築
造
や
牛
馬
の
飼
育
、

限
防
な
ど
の
修
築
に
あ
た
り
、
成
年
男
子
が
十
二
の
グ
ル
ー
プ
を
な
し
て
交
代

就
役
し
た
。
こ
れ
は
算
賦
と
同
一
年
令
層
が
負
抽
指
針
象
で
、捕
時
籍
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
戸
賦
と
循
使
の
負
怖
胞
が
生
ず
る
こ
と
は
「
法
律
答
問
」
に
見
え
て
い
る

通
り
で
あ
る
。
更
箔
は
、
本
来
豚
に
よ
り
徴
砕
鉱
さ
れ
て
豚
内
の
労
役
に
あ
て
ら

れ
た
が
、
景
品情

・
武
脅
期
に
郡
太
守
に
よ
る
徴
援
が
本
格
化
す
る
。
後
漢
の
張

景
造
土
牛
碑
〈
南
陽
市
出
土
)
で
は
更
悼
閣
の
申
請
が
ま
ず
郡
府
に
な
さ
れ
、
そ

こ
で
の
決
定
が
豚
へ
下
達
さ
れ
て
お
り
、
徴
開
校
権
は
都
圏
に
う
つ
り
、

問
問
は
執

行
機
関
と
な
り
、
更
箔
の
庚
域
化
に
伴
な
い
雇
人
代
役
、
菟
役
銭
徴
牧
が
進
ん

だ
と
述
べ
る
。
元
来
は
庸
の
雑
絡
に
比
す
べ
き
地
方
的
街
役
と
中
央
的
街
役
と

の
開
面
を
併
存
し
た
が
、
菟
役
銭
が

一
般
化
す
る
中
で
中
央
的
街
役
と
し
て
の

性
格
を
ま
す
と
論
じ
、
あ
わ
せ
て
同
中
央
的
後
役
、
川
雑
役
に
つ
い
て
も
ふ
れ

て
い
る
。

第
五
章
で
は
、
演
口
重
園
氏
の
設
を
ふ
ま
え
、
ま
ず
秦

・
財
閥
初
に
お
け
る
徴

兵
制
の
前
提
と
し
て
の
戸
籍
制
と
待
籍
に

つ
い
て
諸
設
を
整
理
し
、
捕
時
籍
は
、

制
到
象
は
男
子
の
み
で
、
待
役

・
兵
役
の
籍
に
縛
け
る
の
意
味
で
、
身
長

・
年
令

(
十
五
歳
)
が
基
準
で
あ
り
、

「
小
」
か
ら

「大
」
へ
の
書
き
か
え
は
、

郷
で

郷
戸
籍
に
登
録
し
、
そ
れ
を
豚
で
兵
役
・
得
役
籍
に
捕
押
す
と
理
解
し
て
い
る。

ま
た
基
本
史
料
と
な
る
董
仲
野
の
上
言
と
「
漢
奮
儀
」
の
文
章
に
つ
い
て
諸
説

の
理
解
を
整
理
し
、
正
卒
(
兵
士
〉
は
男
子
の
一
定
部
分
が
選
抜
さ
れ
、
豚
の

常
備
宮
中
に
お
い
て
材
官
騎
士
や
諸
種
の
兵
種
に
区
分
さ
れ
る
と
し
、
ま
た
後
漢

光
武
需
に
よ
る
軍
備
縮
小
と
「
正
術
」
の
解
稗
に
ふ
れ
て
い
る
。

第
六
請
で
は
、
阪
を
単
位
と
す
る
地
方
軍
の
編
成
に

つ
い
て、

一
定
年
令
に

達
し
た
男
子
は
全
て
「
縛
」
さ
れ
、
帥
ち
兵
籍
に
登
録
さ
れ
る
が
(
秦
で
は
箔

役
・

兵
役
・
賦
の
負
婚
年
令
は
同
じ
で
あ
る
)
、
現
質
に
は
郡
豚
の
定
員
数
分

だ
け
が
兵
士
に
選
ば
れ
、
豚
の
常
備
軍
に
お
レ
て
材
官
・
騎
士
等
の
丘
(
種
に
区

分
さ
れ
、
直
接
閏
に
は
豚
尉
に
統
轄
さ
れ
た
が
、
援
兵
権
を
含
め
た
豚
の
兵
権

は
豚
令

(長
)
に
よ
っ
て
ι

掌
握
さ
れ
た
。
兵
士
は
、
老
に
至
る
ま
で
の
在
役
期

間
中
毎
年

一ヶ
月
、
豚
に
交
替
で
上
番
し
て
豚
内
の
治
安
維
持
等
に
あ
た
り
、

毎
年
年
度
末
に
郡
の
太
守
以
下
立
舎
の
下
で
都
試
と
い
う
査
開
を
う
け
た
。

こ

の
他
に
、

一
年
間
郡
に
番
上
し
て
郡
常
的
軍
と
な
る
正
卒
の
義
務
が
あ
り
、
術

土
あ
る
い
は
成
透
一
年
の
義
務
と
と
も
に
在
役
中
の
特
別
任
務
で
あ
っ
た
。
以

上
は
卒
時
編
制
下
の
兵
制
で
あ
り
、
臨
時
編
制
下
の
征
討
軍
の
場
合
に
は
、
臨

時
徴
募
さ
れ
た
兵
士
を
加
え
、
指
揮
系
統
・

目
的
等
を
異
に
す
る
こ
と
を
述
べ

て
い
る
。
卒
時
と
戦
時
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
導
入
に
よ
り
|
こ
れ
は
唐
軍
防
令
の

基
本
的
枠
組
で
あ
る

i
、
新
し
い
観
貼
を
提
供
し
、
ま
た
常
例
寧
に
お
け
る
豚

の
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
貼
で
貢
献
で
あ
ろ
う。

第
七
草
は
、
漢
代
の

「復
」
「
復
除
」
に
つ
い
て
、
特
定
の
税
目
菟
除
の
一
意

味
を
も
つ
も
の
で
な
く
、
「
の
ぞ
く
、
副
知
除
す
る
」の一
意
で
使
用
さ
れ
る
税
役
用

語
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

宗
室
や
吏
、
成
年
女
子
な
ど
の
例
に
つ

い

て
検
討
を
加
え
、
個
々
の
亮
除
内
容
を
確
定
し
て
い
く
竪
貨
な
論
考
で
あ
る
。

川品

四

秦
漢
の
財
政
史
研
究
は
、
戦
前
に
加
藤
繁

・
吉
田
寅
雄
・
潰
口
重
園
ら
諸
氏

に
よ
り
、
か
な
り
高
い
水
準
が
達
成
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
戦
後
世
代
の
、

文
革
後
の
雲
夢
睡
虎
地
秦
随
な
ど
の
新
出
土
史
料
を
用
い
て
の
新
た
な
財
政
史
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研
究
と
し
て
、
山
田
勝
芳
『
秦
漢
財
政
政
入
の
研
究
』

三
年
〉
と
並
ぶ
牧
穫
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

山
田
氏
の
著
書
は
、
枚
入
金
般
を
包
括
的
・
鰻
系
的
に
寅
設
し
、
財
政
牧
入

金
鍾
を
復
原
す
る
、
や
や
静
態
的
な
制
度
史
研
究
と
い
え
(
な
お
重
近
氏
に
よ

る
書
評
が
『
東
洋
史
研
究
』
五
四
l
三
、
一
九
九
五
年
に
あ
る
)
、
さ
ら
に
ま

だ
本
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
が
渡
迭
信
一
郎
氏
の
研
究
(「漢
代
の
財
政
運

営
と
国
家
的
物
流
」
『
人
文
』
四
て
一
九
八
九
年
ほ
か
)
が
唐
代
ま
で
を
視

野
に
入
れ
て
財
政
の
動
き
を
迫
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、
本
書
の

特
色
は
、
田
租
が
扱
わ
れ
な
い
な
ど
包
括
的
で
は
な
い
が
、
税
役
を
通
じ
て
古

代
園
家
の
支
配
の
賞
態
と
性
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、

卒
板
な
財
政
史
研
究
と
は
少
し
遣
う
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
手
法
は
、
恩
師
堀
敏
一
氏
の
暗
黙
陶
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
か
も

し
れ
な
い
。
堀
氏
は
周
知
の
よ
う
に
、
先
秦
J
唐
代
の
康
い
視
野
で
、
土
地
制

度
、
身
分
制
、
家
族
制
度
、
地
方
行
政
組
織
な
ど
の
研
究
を
通
じ
て
、

古
代
圏

家
の
民
衆
支
配
の
特
質
を
解
明
し
て
き
た
。
た
だ
堀
氏
は
税
制
に
関
し
て
は
、

北
朝
か
ら
唐
代
の
租
庸
調
制
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
も
の
の
、
漢
代
に
つ
い
て

は
夜
言
が
少
な
く
、
高
弟
が
そ
の
部
分
の
研
究
を
補
い
、
秦
漢
一
帝
園
の
支
配
の

特
色
を
明
ら
か
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。

本
書
は
、
先
行
研
究
の
諸
解
揮
を
ふ
ま
え
て
史
料
を
解
譲
し
て
い
く
と
い
う

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
堅
質
な
寅
詮
研
究
で
あ
り
、
右
で
の
べ
た
よ
う
に
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
た
だ
し
古
代
史
に
は
常
の
こ
と
だ
が
、
史
料
の
少
な
き

と
先
行
研
究
の
多
さ
と
の
た
め
に
、
と
も
す
る
と
先
行
皐
設
の
整
理
と
批
剣
に

多
く
を
費
や
し
、
主
張
が
わ
か
り
に
く
く
な
る
。
本
書
は
、
基
本
的
に
は
個
別

考
護
論
文
の
集
積
で
あ
る
た
め
、
序
章
で
古
代
園
家
の
全
鰻
像
と
各
章
の
位
置

づ
け
に
ふ
れ
て
は
い
る
の
だ
が
、
全
鐙
と
し
て
の
主
張
が
-
評
者
に
は
少
し
わ
か

〈
汲
古
書
院
、

一
九
九

り
に
く
か

っ
た
。
著
者
の
研
究
は
患
な
る
個
別
税
制
の
制
度
史
研
究
に
と
ど
ま

ら
な
い
の
だ
か
ら
、
や
は
り
、
序
章
に
本
書
の
ね
ら
い
を
述
べ
、
終
章
を
設
け

て
古
代
園
家
の
支
配
の
全
鐙
像
を
結
論
と
し
て
-
記
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
(
皐

位
論
文
の
審
査
を
し
て
い
る
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
思
う
こ
と
が
多
い〉。

本
書
で
は
、

専
制
園
家
の
基
礎
に
、
康
範
な
小
農
民
の
創
出
と
個
別
経
営
を

想
定
し
、
そ
れ
を
支
え
る
民
開
の
小
共
問
題
が
十
分
に
機
能
を
は
た
さ
な
い
た

め
、
農
民
の
再
生
産
に
園
家
が
閥
興
す
る
「
国
家
的
共
同
鐙
」
機
能
が
不
可
歓

と
な
り
、

そ
れ
に
よ
り
補
完
さ
れ
る
。
そ
の
場
が
豚
お
よ
び
そ
の
下
の
郷

・
星

で
あ
り
、
こ
れ
は
豚
車
位
の
豪
族
社
舎
と
そ
の
支
配
の
不
安
定
さ
に
制
割
腹
す

る
、
と
論
じ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
「
園
家
的
共
同
笹
」
へ
の

再
編
は
、
同
時

に
、
園
家
に
よ
る
農
民
の
個
別
人
身
的
支
配
の
創
出
で
あ
る
わ
け
で
、
な
ぜ
園

家
が
農
民
を
統
治
で
き
る
か
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
な
ぜ
専
制
園
家
が
成
立
す
る

か
と
い
う
聞
い
へ
の
解
答
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
前
撲
中
期
ま
で

は
、
公
回
や
商
人
か
ら
の
税
な
ど
の
内
廷
間
部
分
の
、
図
家
の
中
で
占
め
る
比

重
が
大
き
く
、
郡
豚
制
的
税
枚
は
な
お
少
な
く
、
図
家
に
よ
る
豚
へ

の
支
配
は

弱
か
っ
た
と
し
、
そ
の
後
、
豪
族
の
成
長
と
小
共
同
値
の
分
解
の
中
で
郡
の
統

治
機
構
と
し
て
の
機
能
が
抜
大
し
て
い
く
、
す
な
わ
ち
郡
勝
制
的
統
治
が
抜
大

し
て
い
く
と
の
ベ
、
園
家
統
治
の
充
賞
・
確
立
を
前
漢
の
中
期
以
降
の
時
期
に

よ
み
と
っ
て
い
る
。

以
上
は
、
な
ぜ
農
民
が
闘
家
の
統
治
に
服
す
る
か
の
説
明
と
な

っ
て
い
る

が
、
し
か
し
農
民
が
な
ぜ
算
賦
や
傍
役
な
ど
の
税
を
納
め
る
か
の
設
明
と
し
て

は
な
お
十
分
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。

そ
れ
は
や
は
り
、
そ
の
税
を
納
め
る
の

は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
か
ら
で

あ
る
。そ

う
し
た
意
味
の
説
明
と
し
て
は
、
や
は
り
宮
崎
市
定
「
古
代
中
園
賦
税
制

-125-
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度
」
(
『
宮
崎
市
定
金
集
』

3
、
古
代
、
岩
波
書
庖
、
一
九
九

一
年
、
初
愛
表

一
九
三
三
年
)
を
あ
げ
ざ
る
を
え
な
い
。
租
は
、
祖
先
な
ど
の
祭
犯
に
捧
げ
る

穀
物
で
あ
る
が
、
助
と
稽
す
る
祭
に
関
す
る
力
役
に
起
源
が
あ
り
、
税
は
生
産

物
の
一
定
割
合
を
上
納
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
、
の
ち
に
租
と
通
用
す
る
。

一

方
の
賦
は
、
貴
族
が
軍
事
に
従
事
す
る
軍
賦
が
起
源
で
あ
り
、
人
民
の
地
位
が

向
上
す
る
中
で
春
秩
時
代
に
丘
一
役
の
上
に
武
傑
調
達
な
ど
が
加
わ
り
、
や
が
て

兵
役
副
知
除
と
と
も
に
軍
事
物
資
納
入
と
し
て
庶
民
に
ま
で
賦
の
負
捻
が
及
ぼ
さ

れ
て
い
っ

た
、
と
宮
崎
氏
は
の
べ
て
い
る
。
評
者
は
必
.
す
し
も
宮
崎
設
の
結
論

の
全
て
に
左
祖
す
る
も
の
で
は
な
い
が

(
底
流
に
流
れ
る
力
役
一
元
論
は
、

少

な
く
と
も
唐
代
で
は
無
理
だ
と
思
う
〉
、
宮
崎
氏
の
議
論
は
、
や
は
り
着
想
の

鋭
さ
と
い
う
だ
け
で
は
す
ま
ず
、
そ
の
新
鮮
さ
の
基
礎
に
は

一
種
の
普
遍
的
あ

る
い
は
比
較
史
的
な
思
考
が
あ
り
、
数
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
今
日
更
め
て

考
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
著
者
も
、
宮
崎
読
を
議
論
の
前
提
に
し
て

い
る
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
多
様
な
税
目
が
存
在
す
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
な
意

味
と
歴
史
が
あ
る
か
ら
で
、
例
え
ば
兵
役
と
絡
役
の
関
係
な
ど
、
各
税
目
の
意

味
を
考
え
て
税
を
納
め
る
理
由
を
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
「
税

役
鐙
系
」
と
題
す
る
以
上
、
租
に
つ
レ
て
も
、
本
来
の
宗
激
的
意
味
が
あ
る
の

か
ど
う
か
な
ど
、
一

議
を
設
け
て
論
議
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
と
く
に
専
制

園
家
が
成
立
し
税
制
が
で
き
て
く
る
過
程
で
あ
り
、
税
の
起
源
は
重
要
な
論
黙

で
あ
る
し
、
ま
た
一
方
で
秦
l
拠
前
期
に
図
家
支
配
が
未
熟
だ
と
い
う
こ
と

と
、
徴
税
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
一
層
の
説
明
か
必
要
だ

ろ
う
。税

の
一
意
味
を
考
え
る
た
め
に
は
、
納
め
た
税
が
ど
こ
に
い
き
、
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
一
つ
の
手
が
か
り
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
議
論

が
本
書
に
少
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
脈
倉
を
中
央
の
内
史
と
太
倉
と
が
管
稽

し
て
い
た
こ
と
が
の
べ
ら
れ
る
が
、
二
万
で
漢
初
に
は
懸
か
ら
の
税
枚
は
少
な

か
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
師
側
倉
か
ら
中
央
へ
は
運
ば
れ
な
い
の
か
、
関
係

が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
待
役
も
兵
役
も
豚
の
中
で
運
用
さ
れ
る
の
が
基
本

で
あ
る
こ
と
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
将
軍
位
で
運
用
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も

そ
も
園
家
な
い
し
中
央
と
在
地
と
の
関
係
は
、
た
だ
豚
の
役
割
の
大
き
さ
を
言

う
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
内
史
に
つ
い
て
は
、
大
櫛
敦
弘
氏
が
論

じ
て
い
る
よ
う
に
、
秦
漢
に
よ
る
中
圏
全
土
の
統
一
過
程
で
の
直
轄
地
と
征
服

地
と
い
う
こ
重
構
造
の
中
で
の
直
轄
地
統
治
の
官
と
い
う
考
え
方
も
有
用
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
、
内
史
H
園
家
財
政
と
な
る
の
か
、

征
服
地
で
の

税
は
中
央
に
入
っ
て
く
る
の
か
ど
う
か
、

太
倉
の
機
能
や
一意
味
も
含
め
て
、
数

示
を
ま
ち
た
い
と
思
う
。

内
出
入
と
豚
と
の
関
係
の
中
核
と
し
て
上
計
が
と
り
上
げ
ら
れ
、

著
者
は
そ
こ

か
ら
豚
の
官
僚
の
考
課
権
を
内
史
が
渥
っ
て
い
た
こ
と
を
の
ベ
、
ま
た
様
々
な

帳
簿
が
進
上
さ
れ
た
こ
と
に
ふ
れ
多
様
な
支
配
を
と
り
上
げ
て
い
る
。
た
だ

し
、
上
計
の
制
が
陪
唐
に
は
朝
集
使
と
計
帳
使
と
に
分
離
し
て
い
く
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、

著
者
は
前
者
の
朝
集
使
に
つ
な
が
る
系
統
を
重
親
し
て
い
る
が
、

む
し
ろ
税
制
と
の
関
係
で
は
後
者
の
計
帳
に
つ
な

ε
か
っ
て
い
く
一意
味
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
計
簿
は
、
そ
の
中
心
は
人
口
統
計
で
あ
り
(
綴
漢

志
胡
庚
注
に
「
豚
戸
口
墾
田
・
銭
穀
出
入
・
盗
賊
多
少
」
と
あ
る
)
、
簡
単
に

い
え
ば
そ
れ
で
課
口
数
、
つ
ま
り
租
税
負
捲
者
数
が
確
定
し
、
人
頭
税
で
あ
る

算
賦
な
ど
が
上
計
の
数
に
態
じ
て
納
入
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ど
う
も
副
次
的
な
帳
簿
に
ふ
れ
す
ぎ
て
様
々
な
行
政
報
告
と

い
う
こ
と
に
な
り
焦
黙
を
し
ぼ
り
に
く
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

税
制
の
古
代
的
特
徴
と
し
て
、
算
賦
に
代
表
さ
れ
る
人
頭
均
額
税
制
が
あ
げ

ら
れ
る
。
人
頭
税
(
あ
る
い
は
戸
頭
税
)
は
、
人
民
の
階
層
分
化
が
進
ま
ず
民
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衆
が
均
質
で
あ
る
こ
と
に
針
跡
地
す
る
の
だ
が
、
評
者
は
、
そ
う
し
た
均
質
性
を

前
提
と
し
つ
つ
も
、
む
し
ろ
あ
る
地
域
な
り
集
固
な
り
の
成
年
男
子
の
人
数

〈
あ
る
い
は
戸
数
〉
が
わ
か
れ
ば
、
そ
れ
に
態
じ
て
税
額
が
決
定
さ
れ
、

徴
税

さ
れ
る
と
い
う
程
度
の
支
配
の
段
階
に
針
路
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
あ
る

集
園
を
外
側
か
ら
大
雑
把
に
と
ら
え
、
そ
の
責
任
者
に
一
定
額
の
納
税
を
請
負

わ
せ
る
の
で
、
そ
の
た
め
の
文
書
が
計
帳
で
あ
る
。
の
ち
の
律
令
制
で
は
課
役

(
唐
で
は
租
庸
調
、
日
本
で
は
調
庸
雑
箔
)
が
人
頭
税
で
あ
る
が
、
日
本
で
は

郡
司
が
請
負
の
単
位
と
な
り
、
唐
で
は
さ
ら
に
下
の
郷
(
里
正
)
が
そ
の
単
位

と
な
っ
た
の
で
あ
る
v

そ
の
請
負
を
支
え
た
の
が
豪
族
の
在
地
共
同
陸
支
配
で

あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
地
方
行
政
組
織
の
重
要
性
が
あ
り
、
そ
の
上
に
園
家
が
か

ぶ
さ
る
よ
う
に
思
う
。
い
ず
れ
か
の
段
階
で
の
請
負
(
こ
れ
を
支
配
と
言
い
か

え
て
も
よ
い
)
を
考
え
な
く
て
は
、
前
近
代
圏
家
の
徴
税
リ
民
衆
支
配
と
い
う

こ
と
は
あ
り
え
な
い
よ
う
に
思
う
。

著
者
は
二
ニ

O
頁
に
お
い
て
、
「
後
漢
は
園
家
の
税
制
上
、
建
前
と
し
て
は

人
頭
課
税
の
均
等
課
税
制
を
ひ
き
つ
い
だ
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
徴
枚
に
お
い

て
は
郷
が
大
き
な
権
限
を
持
ち
、
郷
段
階
で
は
負
鎗
戸
口
数
に
基
づ
い
て
算
出

さ
れ
た
賦
(
人
頭
税
)
の
総
額
を
、
戸
の
貨
産
の
多
寡
に
臨
応
じ
て
戸
毎
に
差
を

つ
け
て
配
分
し
、
郷
全
鐙
と
し
て
卒
均
し
て
総
額
に
あ
わ
せ
た
、
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
権
限
を
持
ち
作

業
に
あ
た
る
責
任
者
が
、
郷
の
有
秩
(
有
秩
沓
夫
)
、
蛮
夫
や
郷
佐
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
」
と
き
わ
め
て
鋭
い
指
摘
を
し
て
い
る
。
著
者
は
こ
れ
を
貌
耳
目
以
降

の
戸
等
に
よ
る
課
税
へ
至
る
後
漢
の
過
渡
的
な
あ
り
方
と
し
て
の
べ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
し
か
し
、
古
代
人
頭
税
の
本
質
を
剖
割
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
前
漢
に
お
い
て
も
郷
は
同
様
の
一
種
の
請
負
単
位
と
し
て
の
性
格
を

も
っ
て
い
て
、
こ
う
し
た
郷
の
機
能
の
上
に
燃
が
機
能
し
、
そ
の
上
に
園
家
が

の
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

人
頭
税
の
別
の
設
明
と
し
て
、
兵
役
を
中
心
と
す
る
軍
園
位
制
下
の
園
民
皆

兵
的
徴
裂
を
根
擦
と
し
て
想
定
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
は
「
個
別
人
身
的
支

配
」
の
強
力
な
民
衆
支
配
の
イ
メ
ー
ジ
に
結
び
つ
く
。
し
か
し
、
宮
崎
設
の
よ

う
に
、
賦
が
軍
役
の
代
わ
り
に
差
し
出
す
金
銭
の
こ
と
で
あ
る
と
し
、
賦
の
徴

牧
の
貧
態
が
右
の
よ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
兵
役
や
力
役
は
建
て
前
と
し
て
の

説
明
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
う
。
本
書
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
兵
役
や

世
間
役
が
懸
内
部
で
の
運
用
が
中
心
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
園
家
に
よ
る
強

力
な
徴
震
と
い
う
よ
り
も
、
共
同
健
闘
努
働
の
分
捲
と
い
う
性
格
が
強
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

以
上
、
個
々
の
考
設
に
つ
い
て
は
紹
介
以
上
の
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
木

書
を
讃
ん
で
勉
強
し
な
が
ら
感
じ
た
、
一
示
教
を
乞
い
た
い
黙
を
記
し
て
、
あ
わ

せ
て
古
代
の
税
制
の
特
色
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
い
る
こ
と
も
の
ベ
た
。
研
究

史
に
不
案
内
な
た
め
、
誤
解
や
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
ご
寛
恕
を
乞
い
た
い
と
思
う
。

最
後
に
、

一つ
気
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ

る
と
、
本
書
に
は
索
引
が
附
さ
れ

て
い
る
が
、
わ
ず
か
三
頁
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
あ
ま
り
に
項
目
数
が
少
な
す
ぎ

る
し
、
例
え
ば
倉
律
の
項
目
は
二
八
頁
の
み
を
翠
げ
て
い
る
が
、
寅
際
に
は
雲

夢
秦
簡
の
倉
律
は
他
に
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
し
、
後
律
な
ど
他
の
律
篇
自

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
金
布
律
は
項
目
す
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
索
引
の
用

を
な
し
て
い
な
い
。
コ
ス
ト
の
問
題
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

皐
術
書
と
し

て
の
根
本
的
債
値
に
も
か
か
わ
る
の
で
、

A
5
版
で
出
版
す
る
以
上
は
丁
寧
な

索
引
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
こ
の
場
を
か
り
で
要
望
し
て
お
き
た
い
。
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註(
1
〉
大
櫛
敦
弘
「
漢
代
三
輔
制
度
の
形
成
」
(
池
田
温
編
『
中
園
護
法
と

日
本
律
令
制
』
東
方
書
底
、
一
九
九
二
年
〉
ほ
か
。

(

2

)

大
櫛
敦
弘
「
秦
代
図
家
の
穀
倉
制
度
」
(
『
海
南
史
皐
』

一
一八、

一
九

九
O
年
〉
が
太
倉
と
篠
倉
の
閥
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

(
3
〉
-
評
者
は
一
九
九
九
年
唐
代
史
研
究
曾
夏
季
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
お
い

て
、
人
頭
税
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
の
ベ
た
。
ま
た
拙

稿
「
唐
商
州
高
昌
鯨
莱
出
穆
帳
断
簡
に
つ
い
て
」
〈
皆
川
完

一
編

『
古

代
中
世
史
料
率
研
究
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
〉
も
参
照
さ

れ
た
い
。
な
お
算
賦
の
算
と
い
う
名
稽
は
、
加
藤
繁
氏
が
指
摘
し
た
よ

う
に
、
人
を
数
え
る
、
即
ち
人
口
調
査
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
九
九
九
年
二
月

東

京

汲

古

書
院

A
5
版

六
O
頁

八

O
OO
園

冨
谷
至
著

秦
漢
刑
罰
制
度
の
研
究

籾

山

明

本
書
は
、
秦
漠
法
制
史
の
分
野
に
あ
っ
て
紹
え
ず
斬
新
な
問
題
提
起
を
お
こ

な
っ
て
き
た
冨
谷
氏
の
、
十
徐
年
に
わ
た
る
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
論
集
で
あ

る
。
全
盛
の
構
成
は
左
記
の
通
り
。

は
じ
め
に

第
I
編

統

一
秦
の
刑
罰

第
一
草
案
の
刑
罰
〔

I
〕
文
献
資
料

第
二
章

秦

の
刑
罰
〔

E
〕
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
開

第

H
編

漢
代
刑
罰
制
度
考
詮

第
一

議

刑
徒
墓
の
概
要
と
分
析

第
二
一章

欽
左
右
祉
刑

第
三
章

漢

代
の
労
役
刑
||』
刑
期
と
刑
役
|
|

第
四
章

漢
代
の
財
産
刑

第

m編
連
坐
制
の
諸
問
題

第
一

章

秦

の
連
坐
制
|
|
腫
虎
地
秦
簡
に
み
え
る
連
坐
の
諸
規
定
|

|

第
二
章

漢
の
縁
坐
制
ー
ー
そ
の
腹
止
と
獲
遜
|

|

第
W
編

秦

漢

二
十
等
爵
制
と
刑
罰
の
減
克

第
一

章

史
料
に
見
え
る
爵
に
よ
る
刑
罰
滅
克

第
二
章

刑
罰
滅
克
の
貧
毅
性
を
め
ぐ
っ
て

-128-


